
胸骨圧迫の実施

饒彬鋏
傷病者の胸の位置で、両ひざをついた姿勢をとる。
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胸の左右真ん中に「胸骨」と呼ばれる縦長の平らな骨があり

ます。圧迫するのはこの骨の下半分です。

圧迫部位 >胸骨の下半分 (目安は胸の真ん中)

圧迫方法 >胸骨の下半分に一方の手のひらの基部 (手掌基部)

を当て、その手の上にもう一方の手を重ねて置きます。重

ねた手の指を組むと良いでしょう。垂直に体重が加わるよ

う両肘をまっすぐに伸ばし、肩と肩の中心が圧迫部位の真

上になるような姿勢をとります。

圧迫の力 >傷病者の胸が約 5 cm沈み込むように

強く速く圧迫を繰り返します。

圧迫のテンポ>1分間に100回～120回。

圧迫の解除 >圧迫と圧迫の間は、胸が元の高さ

に戻るように十分に圧迫を解除します。

○胸骨圧迫は強く速く絶え間なく(中断を最小限にする)

○講習を受けて、人工呼吸の技術を身につけていて、人工呼[吸

を行う意思がある場合には、胸骨圧迫に人工呼吸を組み合わ

せます。胸骨圧迫と人工呼吸の回数は30:2と します。人工

呼吸を行う技術と意思がなければ、胸骨圧迫のみを継続します。

片手で傷病者の額を押さえながら、もう一方の指先

を傷病者のあごの先端、骨のある硬い部分に当てて

持ち上げます。傷病者の顔がのけぞるような姿勢に

なり(頭部後屈)、 あご先が持ち上がります (あ ご先

挙上)。
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頭部後屈あご先挙上法で傷病者の気道を確保したま

ま、自分の□を大きく開いて傷病者の□を覆って密

着させ、額を押さえているほうの手の親指と人差し

指で鼻をつまみます。約 1秒間かけて、胸が上がる

のが見て分かる程度の量を吹き込みます。吹き込ん

だら、□と鼻をつまんだ指をいったん離し傷病者の

息が自然に出るのを待ち、もう一度自分の□で傷病

者の□を覆って患を吹き込みます。

頭部後屈あご先拳上法

□対□

人工呼吸

>息を吹き込んだときに2回 とも胸が上がるのが目標ですが、うまく胸が上がらない場合でも、吹

き込みは2回までとします。

>□対□人工呼吸による感染の危険性はきわめて低いので、感染防護具なしに人工呼吸を行つても

かまいませんが、手元に感染防護具があれば使用します。
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気道の確保と人工呼吸


